
問
令
和
７
年
12
月
議
会
に

お
い
て
、
J
R
永
和
駅
北

側
開
発
を
近
隣
自
治
体
と
連

携
し
進
め
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
、「
津
島
市
や
蟹
江
町

の
関
係
部
局
と
土
地
利
用
方

針
の
確
認
や
課
題
の
共
有
に

努
め
た
い
」
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
。

答

今
後
、
津
島
市
、
蟹

江
町
に
参
加
し
て
も
ら
え
れ

ば
、
勉
強
会
等
に
よ
り
広
域

的
な
見
地
か
ら
、
共
通
し
た

課
題
の
共
有
に
努
め
る
。

問
津
島
市
の
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

２
軍
本
拠
地
の
誘
致
が
実
現

す
れ
ば
、
本
市
の
財
政
負
担

を
最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、
最

大
限
の
相
乗
効
果
を
引
き
出

す
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
今

後
、
広
域
連
携
の
視
点
で
、

駅
周
辺
の
整
備
や
地
域
振
興

で
、
津
島
市
と
強
固
な
協
力

体
制
を
築
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

答
地
域
経
済
を
活
性
化
す

る
た
め
、
近
隣
自
治
体
と
連

携
し
事
業
を
進
め
る
こ
と
は
、

経
済
効
率
、
波
及
効
果
等
か

ら
協
力
体
制
の
構
築
は
有
効

で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
津

島
市
や
球
団
側
か
ら
詳
細
な

計
画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
本
市
の
見
解
は
差
し
控

え
る
。

施
設
廃
止
へ
の
不
安
、

市
民
と
の
対
話
を

問
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
廃
止
の
方
向
性

の
中
、
文
化
会
館
や
佐
織
公

民
館
等
の
特
定
の
施
設
に
利

用
希
望
が
集
中
し
、
予
約
が

思
う
よ
う
に
取
れ
ず
、
地
域

活
動
の
縮
小
を
招
く
の
で
は

な
い
か
。
今
後
ど
の
よ
う
に

利
便
性
を
維
持
し
て
い
く
の

か
。

答
貸
館
利
用
者
の
動
向
や
、

維
持
・
継
続
さ
れ
る
施
設
の

利
用
状
況
を
含
め
、
施
設
利

用
に
関
す
る
課
題
と
し
て
、

今
後
検
討
を
行
う
。

問
施
設
の
廃
止
を
確
定
さ

せ
る
の
は
議
会
で
の
条
例
議

決
が
必
要
と
な
る
。
議
決
さ

れ
た
後
に
説
明
を
行
っ
て
も
、

そ
れ
は
市
民
に
と
っ
て
は
決

定
事
項
の
通
告
で
し
か
な
い
。

廃
止
時
期
を
決
定
す
る
条
例

の
上
程
・
議
決
と
、
地
域
住

民
に
対
す
る
説
明
や
意
見
聴

取
は
ど
ち
ら
を
先
に
行
う
の

か
。

答
廃
止
す
る
場
合
は
、
指

定
管
理
受
託
者
な
ど
各
関
係

機
関
へ
の
説
明
は
必
要
と
考

え
る
が
、
公
表
で
き
る
段
階

に
な
れ
ば
速
や
か
に
知
ら
せ

る
。

問
広
く
地
域
住
民
や
利
用

者
に
対
し
、
納
得
が
得
ら
れ

る
ま
で
話
し
合
う
「
対
話
」

の
場
を
設
け
る
考
え
は
な
い

か
。

答
現
在
、
協
議
を
進
め
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
ま
だ
決

定
し
て
い
な
い
。

津島市と強固な
協力体制を築く考えは

石崎　誠子議員

波及効果等から協力体制の構築は有効だ
企画政策部長

▲津島市と連携し永和駅北側改札設置を
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一
般
質
問
～
市
政
を
問
う
～


